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(2006－2007 年度) 

第 10 回複合地区ガバナー協議会議長連絡会議要録 

◎ 日 時： 2007 年 6 月 5 日 (火 ) 13：30-16：30 

◎ 会 場： 日本ライオンズ連絡事務所（東京都） 

◎ 出席者： 330 複合地区協議会議長 中 村 保 彦  

331 複合地区協議会議長 桶 谷 賢 知  

332 複合地区協議会議長 杉 山 正 夫  

333 複合地区協議会議長 鈴 木 正 二  

334 複合地区協議会議長 高 田 順 一  

335 複合地区協議会議長 髙 橋 祥 治  

336 複合地区協議会議長 永 井 義 夫  

337 複合地区協議会議長 井野邉 義 一  

国 際 理 事  伏 見  龍   

国 際 理 事  山 田 實 紘  

国 際 理 事  谷 野  徹  

議事に先立って、伏見国際理事、山田国際理事および谷野国際理事より挨拶あり。 

◎ 議 事： 

1. 次年度への引継ぎ事項の検討 

(1) 前年度（2005-2006）からの申し送り事項は、①ＣＳＦⅡ、②ペナン・フォーラム、

③薬物乱用防止、④（仮称）全日本ライオンズ合同会議とその組織作り、⑤国際大

会代議員投票マニュアル作り、⑥名古屋国際大会招致の 6 項目だったことを確認し、

今年度を総括した。 

(2) 今年度（2006-2007）継続して検討しているのは、①ＣＳＦⅡ目標額達成率アッ

プ、②薬物乱用防止教育公認講座への関係 4 省庁後援名義依頼、③日本ライオン

ズ連絡事務所諸規程見直しの 3項目であることを確認した。 

(3) 次年度（2007-2008）議長連絡会議への引き継ぐ事項（案）を基に、各項目につ

いて意見を出し合い、次のとおりまとめた。 

①ライオンズクエストの件： ライオンズクエスト委員長連絡会議の可能性 

②第 46 回テグ・フォーラム（2007 年 10 月 12 日～15 日）：事前登録締切日：8 月末 

③日本ライオンズ連絡事務所管理委員会およびライオン誌日本語版委員会の

諸規程見直し 

④ＬＣＩＦセミナー開催についての件（2007 年 7 月末）： 

⑤2012 年（第 51 回）ＯＳＥＡＬフォーラム開催地について： 

（立候補地：札幌・広島・福岡） 

⑥（会則委員長連絡会議）：ライオンズ必携の作成をライオン誌日本語版委員会

にお願いする件 
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⑦ＣＳＦⅡセミナーについて（2007 年 7 月末開催） 

⑧国際役員の訪問について 

⑨2008-2010 国際理事立候補者の件 

2. 各連絡会議・委員会報告 

（1）第 10 回ライオン誌日本語版委員会（5 月 9 日） 

会議報告書が配られた。 

（2）第 6 回複合地区国際大会委員長連絡会議（5 月 16 日） 

会議要録および日本ライオンズ夕食会の式次第（案）が配られた。式次第（案）

については進行の一部を修正していただくことにする。 

日本ライオンズ夕食会 

（2007 年 7 月 4 日（水）19：00-21：00 於：ハイアット・リージェンシーホテル・シカゴ） 

服装： 白タキシード（地区ガバナーエレクト以上の役員）または平服 

(3)第 4 回複合地区ＩＴ委員長連絡会議（5 月 23 日） 

会議要録が配られた。ＩＴ担当の中村議長から「ライオンズ議長連絡会議」ホーム

ページのリニューアル費用（概算）の説明あり。費用を 8ＭＤに負担していただく件

については、次年度へ申し送る。了承。 

※今年度来日の国際役員をホストされたＭＤ作成の会計報告書コピーが配られた。また、国際本部

から無料交付される 2006-2007 元地区ガバナーの名札を確認した。名札は各ＭＤから配布する。 
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現・次期協議会議長引継ぎ会議要録 

◎ 日 時： 2007 年 6 月 5 日 (火 ) 14：45-15：45 

◎ 会 場： パレスビルディング 3階 3-Ｃ会議室（東京都） 

◎ 出席者： 330 複合地区協議会議長 中 村 保 彦  

331 複合地区協議会議長 桶 谷 賢 知  

332 複合地区協議会議長 杉 山 正 夫  

333 複合地区協議会議長 鈴 木 正 二  

334 複合地区協議会議長 高 田 順 一  

335 複合地区協議会議長 髙 橋 祥 治  

336 複合地区協議会議長 永 井 義 夫  

337 複合地区協議会議長 井野邉 義 一  

 330 複合地区次期協議会議長 古 郡 保 郎  

331 複合地区次期協議会議長 秋 庭 一 富  

332 複合地区次期協議会議長 松 田 則 保 〔欠席〕 

333 複合地区次期協議会議長 林   護  

334 複合地区次期協議会議長 曽 我 一 義  

335 複合地区次期協議会議長 小 林  登  

336 複合地区次期協議会議長 加 計 邦 夫  

337 複合地区次期協議会議長 不 老 安 正  

国 際 理 事  伏 見  龍  

国 際 理 事  山 田 實 紘  

国 際 理 事  谷 野  徹  

第 46 回ＯＳＥＡＬフォーラム（テグ）組織委員会 ＊議事 1のみ出席 

元国際理事 Shi-Wook Lee 
常 任 委 員  Geun-Kyu Park 

◎ 議 事： 

1. 出席者紹介 

髙橋祥治議長連絡会議世話人から、出席者の紹介あり。Shi-Wook Lee 元国際理
事（テグ・フォーラムのスペシャル・アドバイザー）から挨拶があり、10 月に行われる第

46 回ＯＳＥＡＬフォーラム（テグ）への日本の支援に感謝するとともに、日本のライオン

ズがテグ・フォーラムに大勢参加されるよう協力依頼があった。続いて、伏見国際理事、

山田国際理事、谷野国際理事からそれぞれ挨拶あり。 

2. 次年度への申し送り事項 

（1） 髙橋世話人から次年度への申し送り事項 9項目の説明あり。 

①ライオンズクエストの件： ライオンズクエスト委員長連絡会議の可能性 

ライオンズクエスト・プログラムの版権はＬＣＩＦが持っているが、日本の場合は
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ＮＰＯ法人青少年育成支援フォーラム（ＪＩＹＤ）との共同となる。上級講師育成など

のため、次年度中に連絡会議を開いてほしい。 

②第 46 回テグ・フォーラム（2007 年 10 月 12 日～15 日）：事前登録締切日：8 月末 

早めに事前登録してほしい。フォーラムには 4 ヶ国語の通訳が用意される。 

③日本ライオンズ連絡事務所管理委員会およびライオン誌日本語版委員会の

諸規程見直しについては、本年度は時間的余裕がなかったので、次年度中に 2

つの委員会の規程を見直されるよう検討をお願いする。※諸規程は添付のとおり。 

④ＬＣＩＦセミナー開催（2007年 7月末）：国際理事および国際理事候補者と相談

の上、セミナーを開催されるようお願いする。 

⑤2012 年（第 51 回）ＯＳＥＡＬフォーラム開催地について： 

（立候補地：札幌・広島・福岡）本年度 3 つの都市が立候補されたので、候補

地の絞込みなどは次年度検討していただきたい。 

⑥（会則委員長連絡会議）：ライオンズ必携の作成をライオン誌日本語版委員会

にお願いする件は、会則委員長連絡会議からライオン誌日本語版委員会へ正

式な申し入れはまだないが、次期議長からもお願いしてほしい。 

⑦ＣＳＦⅡセミナー（2007 年 7 月末開催）は各コーディネーターが準備している。 

⑧国際役員の訪問は国際本部の公認プロトコールと迎接マニュアルに従って、

国際役員の受け入れしていただく。 

⑨2008-2010 国際理事立候補者の件 

上記に加えて、ＩＴ担当のＭＤ330 中村議長か追加の申し送りあり。 

⑩議長連絡会議からＩＴ担当の議長を次年度も出してほしい。ＩＴ担当議長は、複

合地区ＩＴ委員長連絡会議との連絡窓口となる。 

⑪ホームページ「ライオンズ議長連絡会議」のリニューアル費用（概算で約 30 万

円）を次年度 8ＭＤでプール負担していただけるよう予算化をお願いする。 

（2） 前年度（2005-2006）から本年度へ申し送られた引継ぎ事項の①ＣＳＦⅡ、②ペ

ナン・フォーラム、③薬物乱用防止、④（仮称）全日本ライオンズ合同会議とその組織

作り、⑤国際大会代議員投票マニュアル作り、⑥名古屋国際大会招致の 6 項目のう

ち、次の 2件を継続して申し送る。 

• ＣＳＦⅡ（視力ファーストⅡキャンペーン）は4月現在で目標額の60.9％を達成した。
最終年度である 2007-2008 年度中に目標の献金額を達成されるようお願いする。 

• 薬物乱用防止全国大会を 6月 8日（金）武道館で開催する。関係 4省庁へ「薬物
乱用防止教育認定講師養成講座」の後援名義を次年度継続して申請してほしい。 

（3） 次期議長から、（仮称）全日本ライオンズ合同会議について質問あり。本年度は

合同会議を開いていないため、前年度（2005-2006）の開催方式を話し合った。 
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日本ライオンズ連絡事務所管理委員会規定 

第 1 条 名  称 

この委員会の名称を日本ライオンズ連絡事務所管理委員会とする。 

第 2 条 目  的 

この委員会は、日本ライオンズ連絡事務所(以下連絡事務所と称する)がその設

置目的を十分に遂行するよう指導管理することを目的とする。 

第 3 条 構  成 

1. 各複合地区ガバナー協議会が任命する各複合地区 1 名の委員をもって構

成する。 

2. 委員長は委員の中から互選する。 

3. 委員長は、人事・管理、財務・会計、渉外、長期計画の 4 部門に各委員を配

置する。 

第 4 条 顧  問 

1. 管理委員会は、連絡事務所が締結する法律、会計、労務その他の顧問契

約を管理する。 

2. 顧問は、管理委員会における関係事項について研究答申する。 

3. 顧問は、管理委員長の求めにより会議に出席し、意見を述べることができ

る。 

第 5 条 会  合 

会合は委員長が必要と認めたとき開催する。 

第 6 条 任  務 

次の任務を遂行する。 

(1) 連絡事務所の指導監督 

(2) 連絡事務所の予算作成とその執行の管理 

ただし、次年度予算確定までの執行については、前年度予算を準用する。 

第 7 条 会計報告 

1. 委員会は、年 2 回、各複合地区 1名の監査委員による監査を受けなければ

ならない。 

2. 委員会は、各複合地区ガバナー協議会およびその複合地区大会に連絡事

務所の会計報告を行い、承認を得なければならない。 

第 8 条 改  正 

本規定の改正には、委員会構成員の 3分の 2以上の賛成を要する。 

第 9 条 施  行 

本規定は、1979 年 7 月 1 日から施行する。 

［1990 年 11 月改正／第 4条］ 

［1997 年 8 月追加／第 6条］ 

［2001 年 8 月改正／第 3条 3項］ 

［2005 年 6 月改正／第 3条 3項、第 4条 1項］ 

別紙 1 
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日本ライオンズ連絡事務所規程 

第 1 条 名  称 

  この事務所の名称を日本ライオンズ連絡事務所(以下連絡事務所と称する)と

する。 

第 2 条 目  的 

  全複合地区共通･共同の事務所として、日本国内の各複合地区における共通

事務の処理を行い、それらの円滑な運営を図ることを目的とする。 

第 3 条 事  務 

 次の事務を行う。 

(1) 全日本レベルで活動する複合地区連絡会議に関する事項 

(2) 複合地区費・地区費等の請求 

(3) 国際協会との連絡 

(4) 国際理事会構成員に対する補助的事務 

(5) その他各地区(複合および準)に共通する事務のうち、本連絡事務所で

処理することが適当と思料される事項 

第 4 条 管  理 

 連絡事務所の運営管理は、日本ライオンズ連絡事務所管理委員会が行う。 

第 5 条 人  事 

1. 事務所長は管理委員会が任免する。ただし、ガバナー協議会の過半数の

同意を得ることを必要とする。 

2. その他の職員は管理委員会の同意を得て、事務所長が任免する。 

第 6 条 経  費 

  連絡事務所運営のために必要な経費は、各複合地区会則の定めるところによ

り負担される。 

第 7 条 施  行 

 本規程は、1985 年 1 月 10 日から施行する。 

 ［2002 年 4 月改正／第 5条 1項］ 

 

別紙 2 
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ライオン誌日本語版委員会規程 
 
第１条  目  的 
        ライオン誌日本語版委員会は、国際理事会の方針ならびに全面的な統括監督および各

複合地区のガバナー協議会議長の監督のもとに、ライオン誌日本語版事務所を運営して

『ライオン誌』日本語版を継続的に発行し、ライオニズムの普及発展をはかることを目

的とする。 
第２条  業  務 
        『ライオン誌』日本語版の健全な運営と発行業務を行うため、委員会を毎月１回開催

し、下記事項を審議する。 
        １．事業計画および予算、決算に関する事項 
        ２．予算執行の管理および管財に関する事項 
        ３．毎月号の編集記事の検討、特別記事企画、取材、レイアウトに関する事項 
        ４．日本ライオンズの諸活動のＰＲ情報のための資料収集、整備およびその活用に関

する事項 
        ５．広告取り扱いに関する事項 
        ６．特別負担金と送料に関する事項 

７．事務職員の服務および給与に関する事項 
        ８．その他、管理運用等運営に必要な事項 
第３条  委員長 
         日本から選出された国際理事、各複合地区より１名の代表者をもってライオン誌日

本語版委員会を組織し、同委員会は互選により委員長を選出し委員長は『ライオン誌』

日本語版の発行の責任者となる。 
第４条  編集長 
        委員会は、委員会構成員あるいは構成員以外の者から１名の『ライオン誌』日本語版

編集長を任命する。ただし、編集長が委員会構成員以外の者から任命された場合は、任

命と同時に委員会構成員となる。編集長は『ライオン誌』日本語版編集の責任者となる。 
第５条  小委員会 
        委員会は、運営および編集のため小委員会を設けることができる。小委員会は委員会

全体会議の提案事項を含め検討協議する。 
第６条  任  期 
        国際理事を除く委員はその年度内とし、後任者が就任するまではその任に当たる。た

だし、次のガバナー協議会が再任することを妨げない。 
第７条  改  正 
      本規程の改正には、委員会構成員の３分の２以上の賛成および全複合地区ガバナー協議

会議長の同意を必要とする。 
第８条  施  行 
        本規程は１９７９年７月１日から施行する。 
  １９９８年５月２１日改正。 

別紙 3 
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ライオン誌日本語版事務所規程 
 

第１条  名  称 

 この事務所をライオン誌日本語版事務所とする。 

第２条  目  的 

        事務所は、『ライオン誌』日本語版の定期的発行業務を行う。 

第３条  業  務 

１．『ライオン誌』日本語版を定期的に発行するため、国際協会および各複合地区、

準地区との連絡に関する業務 

  ２．『ライオン誌』日本語版を発行するための情報の収集および管理運用に関する業

務 

  ３．原稿、広告に関する業務 

  ４．印刷、発送に関する業務 

  ５．『ライオン誌』日本語版発行に関連する予算・決算経理に関する業務 

  ６．その他『ライオン誌』日本語版発行に関する業務 

第４条  管  理 

        ライオン誌日本語版事務所の運営は、ライオン誌日本語版委員会が行う。同委員会は

経理規程、原稿料金表、広告料金表、就業規則、給与規程、旅費規程、慶弔規程等を定

める。 

第５条  人  事 

        １．事務所長はライオン誌日本語版委員会が任免する。ただし、国際理事および全複

合地区ガバナー協議会の同意を得なければならない。 

        ２．ライオン誌日本語版委員会の同意を得て、その他の職員は事務所長が任免する。 

第６条  経  費 

        『ライオン誌』日本語版の発行および事務所運営のために必要な費用は、公式雑誌購

読料（国際協会会則第８条２項ｄ）および特別負担金（複合地区会則第９条５項）を充

てる。 

第７条  改  正 

        本規程の改正には、ライオン誌日本語版委員会構成員の３分の２以上の賛成および全

複合地区ガバナー協議会の同意を必要とする。 

第８条  施  行 

        本規程は、１９７９年７月１日から施行する。 

  １９９８年２月１０日改正。 

別紙 4 
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次期協議会議長連絡会議要録 

◎ 日 時： 2007 年 6 月 5 日 (火 ) 16：00-17：00 

◎ 会 場： 日本ライオンズ連絡事務所（東京都） 

◎ 出席者： 330 複合地区次期協議会議長 古 郡 保 郎  

331 複合地区次期協議会議長 秋 庭 一 富  

332 複合地区次期協議会議長 松 田 則 保 〔欠席〕 

333 複合地区次期協議会議長 林   護  

334 複合地区次期協議会議長 曽 我 一 義  

335 複合地区次期協議会議長 小 林  登  

336 複合地区次期協議会議長 加 計 邦 夫  

337 複合地区次期協議会議長 不 老 安 正  

2006-07 議長連絡会議世話人 髙 橋 祥 治  

議事に先立ち、2006-07 髙橋世話人からの挨拶と次期議長の自己紹介あり。松田次期議長は

急用のため、欠席された。 

◎ 議 事： 

1. 次期協議会議長連絡会議関係人事 

世話人および副世話人の互選： 連絡会議規定および 1999-2000 年度から引き継

がれているローテーション(東西の MD で交互に世話人を出す)を確認し、世話人およ

び副世話人を互選した。 

• 会議世話人 MD330 古郡
ふるごおり

 保郎
やすろう

 次期議長（330-B 地区・藤沢湘南 LC） 

• 会議副世話人 MD336 加計
か け

 邦夫
く に お

 次期議長（336-Ｃ地区・広島デルタ LC） 

2. 2007－2008 年度議長連絡会議および国際理事候補者選挙管理委員会日程 

• 第 1回議長連絡会議 2007 年 7 月 13 日(金) 13：00-16：00 

• 第 1回国際理事候補者選挙管理委員会 

 2007 年 8 月 1 日(水) 13：00-16：00 

• 第 2回議長連絡会議 2007 年 8 月 2 日(木) 13：00-16：00 

上記日程で会議を行うことにし、会議の場所は日本ライオンズ連絡事務所とする。 

3. 議長連絡会議への出席 

国際理事会構成員には必要に応じて出席を要請することにし、その他のオブザー

バーについては、事前に議案を出してもらってから世話人が検討し出席を決定する。 

※最新のプロトコールや前年度からの申し送り事項のうち、ＣＳＦⅡおよび「薬物乱用防止教育認定

講師養成講座」後援名義依頼の件を再度確認した。 
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大会サービスセンター＊：　マコーミック・プレイス 本部ホテル：　シェラトン・シカゴ・ホテル＆タワーズ

代議員投票（7/6）：　マコーミックプレイス

日　　　時 行　　　　　　事 開催場所
６月２９日（金） 　地区ガバナー・エレクト・セミナー開会式 　アリークラウン劇場

6月29日（金）－７月2日（月）   地区ガバナーエレクト・セミナー 　シカゴ・マリオット・ダウンタウン

７月２日　（月）
大会サービスセンター開設 　マコーミック・プレイス

　（月～木　09：00－17：00、　金 07：００～１０：００）

１５：００－１６：００ 　　地区ガバナーエレクトセミナー閉会式 　シカゴ・マリオット・ダウンタウン

１８：３０－２２：３０ 　　地区ガバナーエレクト祝賀晩餐会 　マコーミック・プレイス

７月３日　（火）
07：30－09：00  会員キー賞　朝食会　☆ 　マコーミック・プレイス（S100a)

１０：００－１３：００  開 会 式 　ユナイテッド・センター

１４：００－１６：３０ 　各種セミナー 　マコーミック・プレイス

１４：００－１５：３０ 国際ユースキャンプと交換セミナー 　マコーミック・プレイス(S106a)

１６：００－１７：００ 国際ユースキャンプと交換委員長セミナー 　マコーミック・プレイス(S106a)

１８：３０－１９：３０ インターナショナル・ショ－ 　ユナイテッド・センター

１８：００－２１：００ MD334　晩餐会 Hyatt Chicago Crystal Ballroom B

１８：００－２０：００ MD336　晩餐会 Hyatt Chicago  Ballroom A

１８：３０－２０：３０ MD331  晩餐会 Hyatt Chicago Crystal Ballroom C

１８：３０－２０：３０ MD337　晩餐会 Hyatt Chicago Grandl Ballroom C-North

１９：００－２１：００ MD333  晩餐会 Hyatt Chicago Regency Ballroom B-C

１９：００－２１：００ 335-A 地区　晩餐会 Hyatt Chicago Columbus C-D

１９：００－２１：００ 335-C地区　晩餐会 Hyatt Chicago Crystal Ballroom A

１９：００－２１：００ 335-D地区　晩餐会 Hyatt Chicago Columbus A

２０：００－２２：００ MD335主催『YEの集い』 　シェラトン・シカゴ･ホテル

７月４日　（水）
０９：３０　開始  インターナショナル・パレード

（日本の集合時間：　未定）

１４：００－１６：３０ 　各種セミナー 　マコーミック・プレイス

１９：００－２３：００ コネチカット・ティーン・ダンス 　フェアモント・シカゴ・ホテル

１９：００－２１：００ 日本ライオンズ代議員会・夕食会 (事前申込制） 　ハイアット・リージェンシー・ホテル

ライオンズ・ナイト（野球観戦）☆ 　US　Cellular Field

７月５日　（木）
１０：００－１２：００ 　第二本会議 　ユナイテッド・センター
１２：３０－１４：３０ 　メルビンジョーンズフェロー昼食会☆ 　マコーミック・プレイス
１４：００－１６：３０ 　各種セミナー 　マコーミック・プレイス
２０：００－２２：００ 　元国際会長･元国際理事晩餐会　☆ 　シェラトン・シカゴ・ホテル&タワーズ

２０：００－２２：００ 　地区ガバナー･元地区ガバナー晩餐会 　シェラトン・シカゴ・ホテル&タワーズ

１７：３０－１９：３０ 　335-B 地区晩餐会 Hyatt Chicago Crystal Ballroom A

７月６日　（金）

０７：００－１０：００  投 票 　マコーミック・プレイス

０９：３０－１２：３０  閉 会 式 　ユナイテッド・センター
 ・新国際会長就任式、投票結果の発表
 ・2007-2008年度国際理事会および
 地区ガバナー就任式

【ＬＣＩ本部ホテル】シェラトン・シカゴ・ホテル＆タワーズ (Ｓｈｅｒａｔｏｎ　Ｃｈｉｃａｇｏ　Ｈｏｔｅｌ　＆　Ｔｏｗｅｒｓ）

【日本の本部ホテル】ハイアット・リージェンシー・シカゴ・ホテル　（Ｈｙａｔｔ　Ｒｅｇｅｎｃｙ　Ｃｈｉｃａｇｏ）

【ガバナーエレクトホテル】　シカゴ・マリオット・ダウンタウン（Ｃｈｉｃａｇｏ　Ｍａｒｒｉｏｔｔ　Ｄｏｗｎｔｏｗｎ）

☆有料行事の案内：　(国際協会主催）事前購入または現地大会サービスセンターにて　（但し空席がある場合）

7/４（水）ライオンズ・ナイト（野球観戦）→事前申し込み制（詳細は現地ホスト委員会:http://2007lionsconvention.com/)

7/５（木）地区ガバナー･元地区ガバナー晩餐会（US＄70）

7/３（火）キー賞朝食会（US$30)　→キー賞受賞者

7/５（木）ＭＪＦ昼食会（US$45)　→　ＭＪＦ受賞者

7/５（木）元国際会長･元国際理事晩餐会（US＄71）

☆印は国際協会主催の有料の行事です。参加券は事前に申込されるか、現地大会サービスセンターにてお早めにご購入ください。

第90回シカゴ国際大会日程 (5/30 訂正版）
≪2007年7月２日(月）－7月６日（金）　米国シカゴ≫

･上記内容は2007.5.16現在のＬＣＩ発表の内容です。追って各行事、セミナー等の詳細情報が順次入る予定です。

開会式、第二本会議、閉会式：　ユナイテッド・センター

サービスセンターでは、大会登録、代議員資格証明、ピン交換、用品販売、各種展示ブース、言語サービス
インフォメーション、LCIFセンター（MJF昼食会チケット）、LCI主催各ツアー申込みなどを扱っています。
注意：　代議員は木曜日までに大会登録と代議員資格証明を済ませ、金曜日に投票してください。
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 （2006-2007） 

第 6 回複合地区国際大会委員長連絡会議要録 
日 時： 2007 年 5 月 16 日（水）13:00-16:30  
場 所： 日本ライオンズ連絡事務所〔東京都〕 
出席者：  

330 複合地区国際大会委員長  見 上 良 也 
331 複合地区国際大会委員長  竹 内 武 司 
332 複合地区国際大会委員長  佐々木 公 穂 
333 複合地区国際大会委員長  木 下   務 
334 複合地区国際大会委員長  松 岡 忠 男 
335 複合地区国際大会委員長  大 辻 利 弘 
336 複合地区国際大会委員長  中 島 順 三 
337 複合地区国際大会委員長   迫  幸 治 

          
         国 際 理 事      山 田 實 紘 

国 際 理 事      谷 野   徹 
                            
議 事：  
議事に先立ち、山田理事、谷野理事からご挨拶があり。 
山田国際理事から 2007 年国際大会公式通達についてはすでに発表されているが、実際の投票

要領が昨年に引き続いて、一部変更された方式であることの説明があり。また、日本として当

初の目標数である 800 名の代議員投票の実現化に向けて再度呼びかけがあった。 
第Ⅰ部： 

１. 第 90 回シカゴ国際大会 【2007 年７月２日（月）-６日（金）米国・シカゴ】 

(1) 大会登録数と代議員登録数調査 

Ａ．最新版データ 

大会登録及び代議員登録数とも別紙１の通りであることが確認された。代議員登録数のう

ち 576 名が予備登録済みであることが確認され、未登録者数が 89 名で現地にて手続きを

行うことによってほぼ代議員の目標数が達成できることも確認された。各ＭＤの未登録者

については必ず現地で代議員登録を行うことを指導徹底する。 

Ｂ．代議員登録、資格審査手順の注意事項 

   （a）大会登録 

ここ数年の大会サービスセンター会場はセキュリティが厳しくなり、大会登録証をつけ

ていない場合には大会登録を先にするよう、会場手前に設置された大会登録カウンター

（REGISTRATION）に案内される。現地での大会登録は午前中は非常に混むが、午後は比

較的空いている。また、事前登録した場合に追って送られてくる登録証本体*だが、そ

れを入れるビニールのホルダーは、現地サービスセンター入口手前に設営の

「Pre-registration pick-up」と記されたカウンターにて大会ハンドブックと共に受領

することとなる。 
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＊登録者の名前が入ったＡ４サイズの 1枚の紙で、各種引き換え券が印刷されている。 

(b) 代議員登録 

手順については別紙２を参照。現地サービスセンター内の資格審査(Certification)カ

ウンターには日本からの資格審査員が交代で詰めているが、万が一、クレデンシャルカ

ードを紛失した場合、代議員の本登録後に支給される「ＤＥＬＥＧＡＴＥ」のオレンジ

色のテープがあれば、再発給が受けられるとの説明があった。また、LCI から送付され

た交代証明書裏面の記載ミス(曜日の不一致)について説明があり、参考資料が確認され

た。 
 

Ｃ．代議員投票の要領について 
 別紙３の通り LCI から正式に発表された投票要領及び公式通達(国際会則及び付則の改正

案)を確認した。改正案の詳細については 7 月 4 日夜に開催の『日本ライオンズ夕食会』

において山田国際理事からの最新情報に基づいた説明があるので、代議員は必ず出席する。 
(a) 『投票証明書』の配布 
7 月 6 日(金)07：00-10：00 の間に投票を済ませた日本の代議員に投票所出口付近にお

いて、『投票証明書』の配布を行う。配布担当者は日本のパレード・ユニフォームであ

るベストを着用し、各 MD から 1 名の担当者を選出し、交代で担当することを申し合

わせた。前半(7：00－8：30)はＭＤ330－333 の 4 名、後半(8：30－10：00)はＭＤ334
－337 の４名が担当する。担当者が決定しだい氏名の報告を連絡事務所宛てに連絡す

る。 
 
(2)日本に割当てられたホテル（ﾊｲｱｯﾄ･ﾘｰｼﾞｪﾝｼｰ･ｼｶｺﾞ）について 

A.ＭＤ別配分状況 
国際本部から割り当てられた 700 室は現時点では 8MD で 115 室を取り消し、585 室の予

約数であり、公認コーディネーター間で若干調整中であることが伝えられた。また、多く

日本の会員が宿泊するための対応策として朝食時のスペースの不足が考えられので、別館

に１ＭＤあたり 1 つのテーブルとして計８つのテーブルの確保を交渉する予定であること

がＭＤコーディネーター世話役から伝えられた。 
 

(3) 各行事について 
A.インターナショナル・パレード【2007 年 7 月 4 日(水) 日本の集合時間 9:30】 

a) パレード構成と集合 
別紙４A,B の通り、集合地点とパレード構成を確認した。集合地点はマコーミックプ

レイスのソルジャーフィールド・パーキングロットで、目印は茶色の旗のある地点で

あることを確認した。参加者は指定のユニフォームで集合場所に集まり、日本のパレ

ード整理員の指示に従う。また、沿道途中からのパレード参加はできないことを申し

合わせた。パレードバンドについてはホスト委員会にリクエストしているが、確保が

非常に難しい旨が木下世話人から伝えられた。 
 

ｂ）パレード前日の打ち合わせ 
各ＭＤ大会委員長並びにＭＤパレード整理員はパレード前日(7 月 3 日)の 21：30 に 
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ハイアット・リージェンシーホテルにおいて、打ち合わせと腕章の引き渡しを行う。

会場については追って連絡する。また、パレード整理係については前回連絡会議で申

し合わせた人数各ＭＤ5 名を決定する（MD333,335 は各 10 名）5 月 31 日（木）まで

に担当者名の報告を連絡事務所宛てに提出することが申し合わされた。 
ｃ）候補者の団扇とバッジ等の配布について 

2 名の国際理事候補者から候補者の似顔絵が入った団扇と光るバッジがシカゴ大会用

に提供される。事前に国内でＭＤ毎に配布する予定とのことで、おおよその大会参加

数を 5 月末までに日本ライオンズ連絡事務所気付で報告する。また、例年パレードで

提供されるペットボトルの水の準備もあるため、各 MD でパレード参加数も頒布品の

注文数を参考にして併せて報告する(5 月 31 日（木）までに日本ライオンズ連絡事務所

気付) 
 

B. 日本ライオンズ夕食会 【2007 年 7 月 4 日(水)19:00-21:00 ﾊｲｱｯﾄ･ﾘｰｼﾞｪﾝｼｰ･ｼｶｺﾞ】 
a) 設営状況 
担当 MD333,335 を代表して㈱ジェイコム林氏から準備状況、料理メニュー及び飲み

物について説明があった。前回で申し合わせたＭＤ別参加割当数に対し、登録料を理

由に割当数を大幅に下回る参加状況であるなど率直な意見が出されたが、過去の経緯

から国際理事候補者のＭＤを中心に、日本全体で順番に支援しあう体制をとっている

ので、設営担当ＭＤの立場を尊重の上、できるだけ割当数に近づくよう協力しあうこ

とを申し合わせた。 
   ｂ）夕食会構成 

  夕食会次第は主催であるＭＤ330-337 議長連絡会議にて最終確認されるが、最初の代

議員投票説明後（約 15 分）の乾杯まではドリンクのサービスを控えることを申し合

わせた。また、乾杯の際の 1 杯はフリードリンクで、2 杯目からはバーカウンターに

て有料提供とすることも申し合わせた。 
 ｃ）割当人数の再確認 

前回で申し合わされた MD 別人数の再確認を 5 月 31 日までに行い、連絡事務所気付

で報告する。登録料の取りまとめは MD335 が担当するので、人数確定後に直ちに

MD335 指定口座まで振り込むことを申し合わせた。 
 

(4)パレード頒布品頒布状況： 
現時点での注文状況を確認した(別紙５A)。ベストと帽子は当初 1000 枚での見積もりの

ため、各ＭＤに追加割当分担をお願いすることを申し合わせた。ベスト、帽子は年度等

が入ってないため、次年度も継続して同じものを採用してもらうよう引継ぎたいとの意

見が木下世話人からあり。現況の注文実績数に応じた追加調整数の購入を各 MD にお願

いする。追加分割当表(別紙５B)が各委員長に配布され、検討していただいた上で最終

的に 5 月末に確認報告を行う。 
 
第Ⅱ部：（各 MD 公認旅行業者との会議） 
 第Ⅰ部の決定を各ＭＤツアーコーディネーターに伝え、全般的な旅程および注意事項に 

ついて補足説明を行い、参加人数の確認、疑問点などについて検討した。 
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 なお、7 月 4 日の LCI 主催の野球観戦については、当国際大会委員長連絡会議の方針と

しては同夜に開催される『日本ライオンズ夕食会』に代議員が出席し、投票説明を受け

ることを奨励しているので、むやみに野球観戦の方へ案内することのないよう委員長側

から強く申し入れがあり。了承。 

 
    

2. 第 46 回東洋東南アジア・フォーラム【2007 年 10 月 12 日(金)-15 日（月）韓国・テグ】 

第 1 回ステリング委員会報告書は別紙６の通り。 

 

3. 次回会議予定 

国際理事候補 MD 間の小委員会を近日中に開催予定（出席予定者：後藤国際理事候補、

重松国際理事候補、ＭＤ333 木下国際大会委員長、ＭＤ335 大辻国際大会委員長）。 

 

以上 
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シカゴ国際大会用全国集計

（名）

準地区
(A)
一般

(B)
代議員

合計
（Ａ）+（Ｂ）

済 未 不明

３３０ 複合地区 100 123 223 96 24 3

３３１ 複合地区 30 35 65 21 14 0

３３２ 複合地区 35 29 64 13 12 4

３３３ 複合地区 115 106 221 95 11 0

３３４ 複合地区 76 122 198 113 9 0

３３５ 複合地区 164 188 352 188 0 0

３３６ 複合地区 50 47 97 36 11 0

３３７ 複合地区 30 22 52 14 8 0

合     計 600 672 1272 576 89 7

報告日：　2007年　5月16日12時00分現在

大会登録 （Ｂ）代議員予備登録内訳
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